






平成２１年１２月２１日
研究発表会討議報告

E-04　レジリアンスプロジェクト

リーダー　梅津　千恵子

1） 質疑・花松泰倫（地球研　アムールプロジェクト）

1 レジリアンスを食物生産と食物消費でとらえる根拠は何か。②またレジリアンスの要因・メカニズム・ファクターといった社会経済学的な説明がなかったが、その点に関して研究は進んでいるのか、それとも今後の課題なのか。

当日回答

1 半乾燥熱帯地域(SAT)の農村社会での人間の安全保障を考える上で食料生産と消費は重要である。そのため、それらに焦点を当てて研究をしている。②作業仮説の中に様々なレジリアンスを高める要因が含まれている。目星のついている要因がいくつかあるが次回の発表会までに見通しを出したい。（補足：消費・生産とも何を生産し、何を消費するかという社会経済的な要因によって決定されている。）
島田周平（京都大学）　

テーマ３では定性的に考えている。農業、植生だけをみていてはレジリアンスが分からない。事例をたくさんあげ、メンバーが共有できる問題テーマを得たいと考えている。
2） 質疑・木下鉄矢（研究プロジェクトアドバイザー）

現代社会できわめて世界の中でも少数である貨幣経済に根拠を置かない農業生活者をどれほど研究しても、有効ではないのではないか。

当日回答

貨幣経済は入っている。携帯電話など様々なネットワークが入り込んできている社会である。（補足：　アフリカの農村社会は、先進的な携帯電話などのネットワークや、貨幣経済、労働移動が存在する一方、自給的な部分も併せた多面性を持っている。アフリカにおいて割合が高い農村人口の多くはこの様な生活環境の中に暮らしている。研究は有効であり、他の半乾燥熱帯地域への汎用性もある程度あると考える。）
3） 質疑・鞍田崇（地球研）

1 大雨について触れていたが、周期的に起こる予測可能なものなのか。

当日回答

干ばつ常襲地帯なので、洪水は頻繁におこるものではない。2007年度の洪水は数十年に１度の規模であった。２年続けて雨が多かったので、今後も、継続してみてゆく。これからの観測で平均年があることを期待して、それと比べたいと思う。
2 予期できないものを測る具体的な要因は何か。

当日回答

農業では、作物の転換などで対応している。世帯の対応としては食料を確保するために様々な現金獲得活動をとる。測定項目が書いてある図で，こういうものを測っています。この図にあるものが測定項目であり、作業仮説を表している。
4） 質疑・渡邉紹裕（地球研　研究推進センター）

レジリアンスを回復の幅で議論しているが、回復の幅だけでなく時間のスケールを入れて、どのようなベクトルで動いているかを踏まえてレジリアンスの意義を教えて欲しい。

当日回答
プロジェクトでは短期の消費の回復を中心にして考えている。プロジェクトが５年と限られているので長期のレジリアンスをみることが難しいので、短期的な回復を集中的にみている。回復の仕方は、直線的な回復ではなく複雑な進路をとりながら回復していると考えている。（補足：文献等による歴史的な研究であれば長期的な研究も可能。）


質疑・Climate ChangeのvariabilityによるImpact assessmentとプロジェクトが対象としているレジリアンスの違いがわからない
（補足：Impact assessment, adaptation等はある特定の想定されたリスク、例えば温暖化などに対応するものである。レジリアンスはもっと予測不可能なあらゆるリスクに対応する能力を示す。）
5） 質疑・古澤巖（鳥取環境大学長）

この研究を進めていて、ここが面白かった。今後、どういった進め方をすると面白いのかを教えてほしい。

当日回答

レジリアンス自体が面白いテーマである。今までの貧困の見方は脆弱性や食料不足といった視点でみていたが、レジリアンスの観点からみることで、農村社会が持っている様々な力を新しい視点をから提供することが出来るのではないかと考えている。今後の展開としてプロジェクトからレジリアンス論を発信して行くと同時に様々な分野でのレジリアンスの応用に貢献してゆきたい。

（補足：具体的には食料ストックが枯渇する端境期の農民の活動を見て行きたい）
6） コメント・質疑・半藤逸樹（愛媛大学）

1 一つでも具体化して定量化してはどうか。②Stockholm　resilience centerとの連携はどの程度進んでいるのか。

（補足：定量化は食料消費の回復、農業生産の安定・回復要因、社会的ネットワーク等の部分でデータを集積し行っている。）

当日回答

2 提携にまではいあたっていないが、Stockholm　resilience center はIHDPの常連であるので、その様な場を利用して色々な研究者とコンタクトをとっている。

（補足：今年度はResilience Allianceのレジリアンス・ワークブック等の翻訳を行った）
７）コメント・湯本貴和（地球研）

レジリアンスは非常な有効な概念であるが、プレゼンの中で十分に可能性やポテンシャルを発揮していなかった。

（補足：レジリアンスはさまざまな分野に応用できるポテンシャルの高い研究テーマであると考えます。）
